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社会基盤の総合的なものづくり演習を目指した科目連携強化

1. はじめに

熊本大学工学部革新ものづくり展開力の協働教育事

業の実習 ・ 演習科目の改善プロジェクトとしてH24 年

度には，授業単体として 「社会基盤設計」が助成を受

けた． そして，H25 年度には，これを拡大的に捉え， 3

つの授業 （ 「社会基盤計画J , f社会基盤設計し 「社

会環境工学セミナ ー」）を相互連関する形で， 同様の

プロジェクト に標記タイトノレにて助成を受けた． 本報

では，3 つの授業 についての各報告と，それらのまとめ

を述べることとする．

社会環境工学科では， エ ンジニアリング ・ デザイ ン

教育を重要視することを狙って，新たなカリキュラム

を模索し，既に運用の 5年目を迎えている. 3年次科目

については，過去 2年間実施し，3年目を迎えようとし

ている． このエ ンジニアリング ・ デザインという視点

では，（1）複数のアイデアを提案できる，（2）大学で学

ぶ複数の知識を応用できる，（3）コミュニケ ー ション力

ならびにチームワ ーク力，（4）創造性（既存の原理や知

識を組み合わせて， 新規の概念または物を創り出せ

る）， (5）コスト等の制約条件や評価尺度を考慮できる，

(6）自然や社会への影響（公衆の健康・安全， 文化， 経

済，環境，倫理等）について考察できる，と整理される．

これらの要素を兼ね備えているのが， 上記3科目であ

る． なお，本連携授業は「都市空間の魅力を創造する
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橋梁設計のホ ーリスティック ・ アプローチ」 （関西支

部共同研究グループ代表：：久保田）の教育的実践例と

しての位置づけ にもなっている．

2. カリキュラム上の位置づけ

カリキュラム における位置づけを図1に示す。 当カ

リキュラムは，2010年度 に ス タートし，2012年度が当

演習の初年度となる。 当科目群は，教育系共通という

カテゴリに属し， 「計画」では，広い視点から調査・分

析を行うことで， さまざまな方向性を持つ代替案を提

示させることを主眼とし，一方， 「設計」では，一つの

具体的な提案を， さまざまな視点から検討し， 最適案

を導出することを主眼とし， 「セミナー」は，地域のニ

ー ズの深い把握と解決策の提示を主眼としている。

3. 1 つなぐ「計画」

「社会基盤計画」では，2年次まで学習してきた座学

による各種の専門分野の知識をベー ス に，まずは問題

を発見し， 次 にその問題解決のため に数多くの解が 存

在するプロジェクトを形成し，その実行可能性などを

評価していくというプロジェクトサイクルマネジメン

ト技術の習得を目標とし，具体的には， 「中心商店街と

花畑 ・ 桜町地区を繋ぐ」という題を掲げて，地域の活性

化を生むための方策を検討させた．

3 つの演習の中で， 「社会基盤計画Jは前学期に先行

的に行われた． また，この科目は必修とし，10 程度の

図－1 演習の位置づけ
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